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FIT 1.5 Challenge Cup車両規則について 
 

鈴鹿クラブマンレース運営委員会は、FIT 1.5 Challenge Cup クラスにおける車両規則を下記の通り公示する。 

なお、下線部分は、2018年からの変更箇所を示す。 

 

 

FIT 1.5 Challenge Cup 車両規則 

1．参加車両 

通常に国内モデルとして生産、販売されたFIT GK5(ホンダセンシング装備車両を除く)、FIT GE8、FIT GD3 

とする。 

2．改造範囲 

2019 JAF国内競技車両規則 第1編 第3章(一般規定)、第4章(安全規定)、第5章(量産ツーリングカー〈N1〉

に許される改造)に従ったものとし、さらに次の項目に従ったものでなければならない。 

1)最低重量  

GD3 910ｋｇ 

GE8 990ｋｇ 

GK5 1,010ｋｇ 

(燃料及びレース用装備品を全て着用した状態のドライバーを含めた競技の行われている全ての期間中の重量を指す) 

※耐久時の最低重量は、登録されているドライバーで重量が最も軽いドライバーを基準とする。 

2)タイヤ・ホイール 

①公道の走行が許可される一般市販ラジアルタイヤとする。 

使用が許されるタイヤは、タイヤ製造者が1993年1月1日以降発売した日本国内向け市販タイヤ製品カタログま

たはタイヤ製造者のホームページに記載表示され、通常に販売されているラジアルタイヤとする。 

②使用できるタイヤサイズは最大幅195、最大ホイールインチ数は15インチまでとする。 

ただしGK5については、195/55Ｒ15のみとする。 

③公式予選から決勝を通じて使用できるタイヤは4本までとする。 

使用するタイヤ4本は、公式車両検査時にオフィシャル(技術委員)によってタイヤマーキングが実施される。 

④路面がウェット状態であると競技長が宣言した場合、上記③においてマーキングされたタイヤ以外の使用が認めら

れる。 

⑤上記「ウェット宣言」以外の状態で、マーキングされたタイヤをやむを得ない事由で他のタイヤと交換する場合、 

次の通りとする。 

    －1．公式予選中のタイヤ交換は認められない。 

    －2．公式予選終了後にマーキングされたタイヤを交換する場合は、公式予選終了後30分以内に文書により大

会競技長へ申請するものとする。この場合、公式予選にて達成された決勝レース･スターティンググリッドを

失うものとし、最後尾スタートとされる。(ただし、当初のグリッドより3グリッド以内に最後尾グリッドがある場

合はピットスタートとする)タイヤ交換者が複数の場合、当初のグリッド順に従い、最後尾からグリッドが形成

される。 
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－3．決勝レーススタート後のタイヤ交換は自由とする。ただし、タイヤ交換の作業は決勝レースがスタートする 

までは一切行ってはならない。何らかの事由で、ピットスタートとなる場合も同様とする。 

⑥タイヤの裏組み(左右を逆に組みなおす)は禁止される。 

⑦タイヤへの加工は一切禁止される。 

3)ヘッドガスケット 

GK5については、ヘッドガスケットの変更は許されない。 

4)補強 

GK5については、車体の補強は一切禁止される。 

3．ロールケージ 

GE8およびGK5は、主催者が定める下記の指定品を使用する。 

GD3は、2019JAF国内競技車両規則 第1編 第4章 第6条(ロールケージ)に従う。 

GE8 M-TEC製 (70020-XN7-K0N0) 

GK5 M-TEC製 (70020-XN6-K0N0) 

なお、GK5指定品ロールケージ(70020-XN6-K0N0)のボディシェル／シャシーへの取り付けについて、ロールケー

ジ本体はボルト／ナット締結により脱着可能な状態を保つ事とし、溶接等により追加結合することは禁止される。 

4．エレクトロニクスコントロールユニット(ＥＣＵ) 

GK5は、主催者が指定部品として大会期間中に貸し出すＥＣＵに限り使用が許される。 

5．排気系統 

GK5は、主催者が定める指定品を使用する。 

指定品 M-TEC製 (18000-XN6-K0N0) 

GE8およびGD3は、2019 JAF国内競技車両規則 第1編 第5章(量産ツーリングカー〈N1〉)に従う。なお、 

排気音量規定については、2019 鈴鹿クラブマンレース シリーズ規則書 競技車両規則2に従い、90dB(A)以下 

とする。 

6．フロントハブおよびフロントブレーキディスク 

   GK5は標準部品または以下の部品の使用が認められる。 

   ハブASSY. フロント  44600－SLN－A00 

   ディスク. フロントブレーキ 45251－SCC－901 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

ロールケージ、排気系統についての販売等お問い合わせ先： 

株式会社M-TEC 企画業務課 TEL048-462-3111  


